
令和７年度

すくわくプログラム活動報告書

モニカ人形町園

（実施対象：３～５歳児クラス）



テーマ 赤しその育ちを感じる／赤しその変化

園では、これまで、食育活動をに取り

組んできたことにより、食物について

子ども自身が植物の成⾧に関心をもつ

姿が見られていた。プランターでの栽

培を通して食物の生育を知る。紫蘇の

種との出会い、変化や不思議さを感じ

食物の成⾧や変化関心を寄せるのでは

ないかという理由からこのテーマを選

定。

赤しその生育を知り、
様々な変化を見たり、体験することで
植物への関心をもつ。

「どうなるのかな」

令和７年５月～８月

計５回

３～５歳児クラス・２０名設定理由 対象クラス

活動のねらい

問 い

活 動 期 間

活動回数



活動内容

赤しそという食べ物についてを知る機会を設け、赤しそをみたり、マイクロスコープで種を観察することが出来た。

種自体にも関心を持ち、「（土に植えて）実際に、育ててみよう」ということになった。

種は、「どうやったら葉っぱになるのかな？」「この葉はどうなっているのかな？」と不思議に思う気持ちを持ちな

がらプランターで紫蘇を育てた。紫蘇を収穫し、紫蘇に関心を示し匂いを嗅いだり葉を手で触ることを楽しむ機会を

得た。紫蘇の葉の成⾧を感じ愛着を感じている様子をみることができた。

（3歳児）収穫した赤しそをシロップ（ジュース）を作った。

赤しそを煮出し紫蘇を搾り、搾り汁の砂糖とクエン酸を入れてみることにより

色の変化を感じることが出来た。変化する紫蘇の色に感激する様子がみられた。実際に、赤しそシロップを飲むとい

う経験をすることが出来た。

(4,5歳児）収穫した赤しそを「草木染め」を言う手法を使ってハンカチを染めるという作業をおこなった。育ててき

た紫蘇に愛着をもち煮出し、染料液を利用し布を染めることが出来た。



















使用物

全体の振り返り

食育の一環として赤紫蘇を育てるということを通して「種」を観察したり、赤紫蘇の生⾧を知ったり、感じること

で食物の生⾧と変化に関心を持つ様子がみられた。様々な食品等（クエン酸、砂糖、豆乳）をかけ合わせることでの

変化に不思議さを感じたり、植物に関心を持つことが出来た。育てたモノを食べる経験や染物体験をすることで子ど

も達それぞれの気づきがみられた。今度また、作ってみたいなどという声も多く聞かれた。育てたものを食べる以外

に変化に気がつき、楽しみにも広げていくことは、子どもにとって大切なことだと知るきっかけとなった。

テーマ：赤しその育ちを感じる／赤しその変化

iPhone｜マイクロスコープ｜種｜プランター｜ルーペ｜クエン酸｜砂糖｜ハンカチ

輪ゴム｜豆乳｜水｜鍋｜ザル｜バケツ

終
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